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市政トピックス

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
（ 
 

マ
ー
ク
）　

正
し
い
分
別
を
お
願
い
し
ま
す

環
境

　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装

（
以
降
、　

）
と
は
、
商
品
が
入
っ

て
い
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、
ビ
ニ
ー

ル
製
の
容
器
や
包
装
の
こ
と
で
す
。

�
導
入
が
早
い
地
域
で
は
、
平

成

13

年
４
月
か
ら
資
源
物
と
し

て
の
分
別
収
集
が
始
ま
り
、
す
で

に
５
年
が
た
ち
ま
し
た
。
し
か
し

な
が
ら
、
最
近
、
　
　
の
分
別
が

守
ら
れ
て
い
な
い
指
定
袋
が
見
ら

れ
ま
す
。

�
　
　は
、（
財
）
日
本
容
器
包
装
リ
サ
イ

ク
ル
協
会
で
そ
の
分
別
ラ
ン
ク
が
格

付
け
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
６
月
の
検

査
で
は
、
安
曇
野
市
か
ら
排
出
さ
れ

た
　
　
の
格
付
け
が
最
低
ラ
ン
ク
の

Ｄ
ラ
ン
ク
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

�
こ
の
状
態
で
、
品
質
改
善
さ
れ
な

い
と
　
　
の
受
け
入
れ
が
断
ら
れ
て

し
ま
う
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

�
上
記
の
「
汚
れ
た
も
の
を
入
れ
な
い
」

「
異
物
を
入
れ
な
い
」
「
２
重
袋
に
し

な
い
」
と
い
う
３
原
則
を
再
確
認
し

て
い
た
だ
き
、　
　
の
正
し
い
分
別
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

�
ま
た
、
分
別
ル
ー
ル
が
守
ら
れ
な

い
指
定
袋
は
、
回
収
し
ま
せ
ん
。
排

出
し
た
人
が
持
ち
帰
り
、
分
別
し
直

し
て
く
だ
さ
い
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
は
（
財
）日
本
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
協
会
で
分
別
ラ
ン
ク
が
格
付
け

さ
れ
ま
す
。
６
月
の
検
査
で
安
曇
野
市
の
分
別
ラ
ン
ク
は
、
最
低
ラ
ン
ク
の
『
Ｄ
』
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。

1

2

3

汚れたものは入れない

異物は入れない

2重袋にしない

　食べかすなどが付いたままだと資源

になりません。水でゆすぐか拭き取り

乾かしてから出してください。汚れが

取れないものは『もえるごみ』へ。

　　マークが表示されているものを出

してください。ビデオテープなどのプ

ラスチック製品は　　ではありません。

レジ袋などの中に　　をいれて指定袋

に入れると中身が確認できません。

緑
の
リ
サ
イ
ク
ル
の
ご
案
内

　
「
緑
の
リ
サ
イ
ク
ル
」
は
家

庭
か
ら
出
た
庭
木
の
せ
ん
定

枝
を
チ
ッ
プ
化
し
、
資
源
と

し
て
有
効
活
用
し
ま
す
。

◆
受
入
日
　
４
月
〜
11
月
ま

　
で
の
毎
週
水
・
木
曜
日
（
午

　
前
９
時
〜
午
後
３
時
）

◆
処
理
料
金
　
無
料

◆
注
意
事
項

�
一
般
家
庭
の
庭
木
や
果
樹

　
等
の
せ
ん
定
枝
に
限
る
。

�
枝
の
太
さ
は
８
�
　
以
下
、

　
長
さ
は
持
ち
運
べ
る
程
度
。

�
葉
は
で
き
る
だ
け
落
と
し
、

　
枝
別
れ
し
た
も
の
は
切
り

　
そ
ろ
え
る
。

※
細
か
な
枝
、
葉
っ
ぱ
は
チ

ッ
プ
に
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

太
す
ぎ
る
枝
も
機
械
に
入
り

ま
せ
ん
。
受
け
入
れ
で
き
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

セ
ン

チ

123

穂高広域施設組合

生ごみからメタンガスへー。
�メタン発酵実験事業が始まります
もえるごみを減らすための試みとして、
�来年１月ごろから実験を開始します。

　
現
在
、
も
え
る
ご
み
を
ど
う
減

ら
す
か
は
、
ご
み
を
取
り
巻
く
問

題
の
中
で
も
、
特
に
大
き
な
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

�
穂
高
広
域
施
設
組
合
で
は
、
家

庭
や
事
業
所
か
ら
出
さ
れ
、
焼
却

処
理
し
て
い
る
も
え
る
ご
み
の
う

ち
「
生
ご
み
」
「
紙
ご
み
」
な
ど
を

別
に
集
め
て
発
酵
さ
せ
、
メ
タ
ン

ガ
ス
を
取
り
出
す
実
験
事
業
を
来

年
1
月
ご
ろ
か
ら
実
施
し
ま
す
。

�
こ
の
メ
タ
ン
発
酵
実
験
は
、
一

般
家
庭
の
生
ご
み
６
、
０
０
０
戸
分

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め

市
内
の
一
部
地
域
の
皆
さ
ん
に
は
、

生
ご
み
な
ど
の
分
別
収
集
を
お
願

い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の

分
別
方
法
な
ど
に
つ
い
て
は
あ
ら

た
め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

農
業
委
員
会

農業委員新3役決まる
安曇野市の農業委員48人が決まりました。
�また、会長・会長代理・副会長の3役も決まりました。

会長代理 手塚喜万さん

会長   金森伊継さん

副会長板花守夫さん

柏

矢

町

等 力々大橋

安曇野大橋

穂高クリーン
センターニチコン

穂高川

犀川

至松本

万水川

早春賦碑

大王わさび
農場

ビレッジ
安曇野

受入
場所

至大町

いけい

もりお

よしかず

氏　　名 地域 新任・再任

蓮 井 八 喜 男

高 橋 　 　 巧

塚 田 冨 喜 男

曽 根 原 勝 人

二 木 　 久 光

曽 根 原 昭 成

畠 山 　 倉 光

藤 原 　 與 一

下 里 　 　 宏

丸 山 　 幸 男

塚 田 　 銀 稲

原 　 　 兼 廣

小 島 　 賢 雄

藤 原 　 悦 夫

市 川 　 末 登

平 林 　 靖 雄

塚 田 　 茂 利

林 　 　 茂 子

甕 　 　 邦 俊

堀 内 千 三 郎

酒 井 　 武 雄

浅 川 　 幸 彦

中 嶋 　 勝 美

望 月 　 裕 明

矢 口 日 出 稔

丸 山 　 貢 康

望 月 　 和 榮

細 田 五 十 次

長 　 　 一 之

柴 野 　 道 夫

矢 口 　 孝 夫

青 柳 　 雅 夫

筒 井 　 久 子

青 木 　 茂 明

宮 澤 　 文 夫

高 橋 　 政 夫

三 澤 　 豊 生

萩 原 　 茂 市

中 田 　 平 男

植 原 　 義 明

森 島 一 太 郎

山 　 　 正 博

横 川 　 英 子

松 澤 　 　 務

松 尾 　 裕 行

板 花 　 守 夫

手 塚 　 喜 万

金 森 　 伊 継

備 　   考 氏　　名 地域 新任・再任 備 　   考

穂高

穂高

三郷

豊科

三郷

三郷

穂高

堀金

穂高

明科

穂高

豊科

堀金

穂高

明科

穂高

堀金

堀金

三郷

明科

豊科

穂高

三郷

豊科

穂高

三郷

豊科

豊科

豊科

三郷

穂高

堀金

穂高

明科

堀金

穂高

三郷

堀金

三郷

三郷

穂高

明科

豊科

堀金

豊科

堀金

豊科

穂高

再

再

新

新

再

再

新

再

新

新

新

新

再

再

新

新

新

新

再

再

新

再

再

新

再

新

新

新

新

新

再

再

新

再

再

再

新

再

再

新

新

新

新

再

新

新

再

再

三郷地域長

　

ＪＡあづみ推薦

　

　

　

　

　

　

　

　

　

議会推薦

　

ＪＡ松本ハイランド推薦

　

　

議会推薦

　

穂高地域長

　

豊科地域長

　

　

　

　

土地改良区推薦

議会推薦

明科地域長

　

中信農業共済推薦

　

　

　

　

　

　

議会推薦

堀金地域長

　

副 会 長

会長代理

会　　長

● 凡例：再＝再任、新＝新任


